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木 だ よ り 昭和40年7月26日

で 御 く
発に持の

完参銀
行納の行

(月）６
１
６
Ⅱ
Ｉ
ｔ
４
ｌ
Ｉ
４
１
１
Ｉ
Ｐ
川
叫
１
１
“
咽
げ
い
州
■
ｐ
Ⅱ
日
０
Ｕ
■
１
１
１
１
６
４
１
１
Ⅱ
Ｉ
Ｉ
ｒ
ｊ
Ｉ

タ
バ
コ
は
町
か
ら

買
い
ま
し
ょ
う

タ
バ
コ
を
町
の
店
か
ら
買
う

と
十
本
あ
た
り
四
円
二
十
銭
余

り
の
税
金
（
タ
バ
コ
消
費
税
）

が
町
の
金
臆
へ
入
り
ま
す
。
昭

和
三
十
九
年
度
は
八
百
四
十
四

万
円
の
タ
バ
コ
の
消
費
税
か
入

り
、
大
き
な
財
源
と
し
て
、
町

民
の
み
な
さ
ん
の
た
め
に
使
わ

れ
て
い
ま
す
。

他
市
町
村
へ
で
か
け
る
時
で

も
、
町
の
小
売
店
か
ら
夕
、
ハ
コ

印

刷

１

税
務
署
か
ら
の
、

お
知
ら
せ

申
告
所
得
税
第
一
期
分
の
納

税
は
七
月
三
十
一
日
（
土
）
ま

で
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、

さ
き
に
送
付
し
た
納
付
番
を
近

く
の
銀
行
、
ま
た
は
郵
便
局
へ

御
持
参
の
う
え
、
ぜ
ひ
期
限
ま
一

で
に
完
納
し
て
下
さ
い
。

’
一 →－
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企
画
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===二

’
十
転
霊
蔑
躍

町
議
会
に
提
出
さ
れ
た
案
件
は

①
専
決
処
分
報
告
の
件
②
昭
和

四
十
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

の
件
③
工
事
請
負
契
約
の
件
の

三
件
で
す
が
、
専
決
処
分
は
、

昭
和
三
十
九
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
や
町
税
条
例
の
改
正
な

ど
で
、
工
事
請
負
契
約
は
統
合

中
学
校
の
第
一
期
、
第
二
期
工

事
の
契
約
の
件
で
す
。

一
般
質
問
に
は
、
六
議
員
が

登
檀
し
ま
し
た
が
、
こ
の
質
疑

応
答
の
要
旨
は
次
の
と
お
り
で

す
。

沢
田
茂
議
員

①
町
税
が
他
町
村
よ
り
高
い
よ

う
だ
か
、
な
ぜ
か
。

②
職
口
の
給
与
を
昇
給
す
る
意

③
統
合
中
の
入
札
は
公
平
だ
っ
一

思
が
あ
る
か
。

■魚 、

シ

第
三
十
五
回
定
例
町
議
会
は
六
月
二
十
六
日
招
集
さ
れ
、
議
案
熟
考
の
た
め

二
十
七
日
と
二
十
八
日
の
胴
日
休
会
し
、
二
十
九
日
か
ら
は
一
般
質
問
と
議
案

審
議
を
行
い
、
三
十
日
午
後
時
、
全
議
案
を
原
案
通
り
可
決
承
認
し
て
閉
会

し
ま
し
た
。一

般
質
問
に
六
議
員

全
議
案
を
原
案
通
り
可
決

、
１

M;f-
率創1勤鐙
弐一

凪－､肱継’、

藤字･暉
蝉･‘_こ I

●

髭

で
あ
る
。

③
工
珊
の
入
札
に
つ
い
て
は
、
」

建
設
審
議
委
員
会
に
も
は
か

り
、
公
平
に
や
っ
た
。

④
未
納
は
遺
憾
な
こ
と
な
の
で

早
急
に
善
処
し
た
い
。

伊
藤
清
慈
議
員

①
弘
大
農
場
を
も
っ
と
活
用
で

き
な
い
か
。

②
失
業
対
策
に
つ
い
て
。

③
国
有
林
の
解
放
後
の
利
用
の

樅
想
は
あ
る
か
。

②
定
期
昇
給
は
実
施
す
る
考
え

①
他
町
村
よ
り
特
に
高
い
こ
と

は
な
い
。
法
に
基
づ
い
て
課

た
か
。

④
公
営
住
宅
使
用
料
に
未
納
か

あ
る
の
は
問
題
だ
。

三
上
町
長

税
し
て
お
り
、
ま
た
、
不
公

平
な
税
の
取
り
た
て
も
し
て

い
な
い
。申

寺
ｒ
■
，
』

【写真一質問に答える三上町長】

①
地
域
の
農
業
に
つ
な
が
る
二

④
生
徒
の
学
力
向
上
対
策
に
つ

い
て
。

三
上
町
長

①
農
業
後
継
者
の
実
習
や
農
業

の
指
導
機
関
と
し
て
活
用
し

て
行
き
た
い
。

②
役
場
に
失
業
や
出
稼
ぎ
問
題

に
つ
い
て
の
相
談
所
を
開
く

一
③
癖
湘
症
識
塞
坪
ば
、
関
係
機

関
と
よ
く
相
談
し
た
い
。

④
当
町
の
学
力
が
低
い
こ
と
は

痛
感
し
て
い
る
。
教
育
委
員

会
な
ど
と
も
相
談
し
て
、
早

急
に
対
策
を
た
て
た
い
。

秋
元
武
治
議
員

①
農
業
所
得
の
増
大
策
に
つ
い

て
Ｏ

②
太
宰
碑
の
経
費
か
予
算
よ
り

も
増
加
し
た
の
は
な
ぜ
か
。

③
も
っ
と
事
業
を
穣
極
的
に
や

る
べ
き
で
は
な
い
か
。

三
上
町
長

①
ま
ず
、
水
田
、
り
ん
ご
の
近

代
を
は
か
り
、
養
鶏
や
乳
牛

な
ど
畜
産
の
導
入
を
は
か
り

た
い
。

②
諸
経
費
か
予
想
外
に
か
か

り
、
予
算
を
オ
ー
バ
ー
し
た

こ
と
は
申
し
わ
け
な
い
と
思

っ
て
い
る
。

③
町
の
発
展
の
た
め
に
、
事
業

は
大
い
に
や
り
た
い
が
、
財

源
の
関
係
で
、
で
き
な
い
事
一

業
も
あ
る
。

中
村
本
真
議
員

①
農
業
の
振
興
と
関
連
し
た
二

次
産
業
の
振
興
に
つ
い
て
の

町
長
の
考
え
を
聞
き
た
い
。

三
上
町
長

は
無
理
と
思
う
。
金
木
町
の

現
状
か
ら
、
畜
産
の
導
入
が

も
っ
と
も
適
し
て
い
る
と
恩

次
産
業
、
た
と
え
ば
、
り
ん

ご
加
工
な
ど
は
今
の
ま
ま
で

I

《

昭
和
四
十
年
度
の
新
し
い
行

政
協
力
委
員
か
決
ま
り
ま
し
た

が
、
去
る
六
月
二
十
五
日
、
青

年
研
修
所
で
組
織
会
を
開
き
、

会
長
に
詔
瀬
の
小
山
内
嘉
一
郎

さ
ん
、
副
会
長
に
金
木
か
ら
太

田
多
吉
さ
ん
、
嘉
瀬
か
ら
鎌
田

稲
辰
さ
ん
、
喜
良
市
か
ら
伊
藤

猪
之
吉
さ
ん
を
選
び
ま
し
た
。

行
政
協
力
委
員
は
民
主
的
行

政
運
営
の
た
め
に
設
置
さ
れ
て

い
る
も
の
で
、
役
場
と
町
民
を

結
ぶ
〃
行
政
の
か
け
橘
″
と
で

も
い
う
べ
き
任
務
毒
搭
び
て
い

ま
す
。
た
だ
単
に
役
場
か
ら
の

お
知
ら
せ
を
町
民
に
と
り
つ
ぐ

だ
け
で
な
く
、
町
民
の
要
望
や

意
見
な
ど
に
つ
い
て
も
町
に
対

し
て
と
り
つ
ぐ
役
目
を
も
っ
て

う
の
で
、
こ
れ
に
関
連
し
た

産
業
の
振
興
を
は
か
っ
て
行

き
た
い
。

吉
崎
正
光
議
員

①
米
価
値
上
げ
の
運
動
を
町
で

も
推
進
す
べ
き
で
あ
る
。

②
ゴ
ミ
収
集
の
処
理
経
費
を
町

民
か
ら
徴
収
し
な
い
で
、
町

が
負
担
す
べ
き
で
あ
る
。

三
上
町
長

①
米
価
の
値
上
げ
要
求
は
町
で

も
行
な
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
考
え
て
い
る
が
、
今
の

と
こ
ろ
行
動
と
い
う
こ
と
は

考
え
て
い
な
い
。

②
町
費
で
ま
か
な
っ
て
行
き
た

い
の
は
や
ま
や
ま
だ
が
、
町

の
財
政
事
情
か
ら
い
っ
て
も

あ
る
程
度
の
料
金
は
と
ら
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

竹
内
佐
右
エ
門
議
員

①
町
長
は
な
ん
の
事
業
で
も
、

議
会
の
決
定
通
り
行
な
っ
て

い
る
か
ど
う
か
。

②
町
の
三
役
は
職
員
の
統
卒
、

監
督
と
い
う
点
に
つ
い
て
十

分
で
な
い
よ
う
だ
が
ど
う
か

三
上
町
長

①
議
会
の
議
決
は
よ
く
尊
重
し

そ
の
決
定
に
従
っ
て
い
る
。

②
職
凰
の
執
務
に
つ
い
て
は
、

よ
く
注
意
し
て
い
る
つ
も
り

新
行
政
協
力
委
員
決
る

会
長
に
小
山
内
嘉
一
郎
氏

【会長の小山内氏】

い
ま
す
。
任
期
は
一
年
で
、
各

町
内
か
ら
推
せ
ん
の
あ
っ
た
人

を
町
で
発
令
す
る
し
く
み
に
な

っ
て
い
ま
す
。

昭
和
四
十
年
度
の
行
政
協
力

委
員
は
男
七
十
五
名
、
女
七
十

八
名
、
計
一
五
三
名
で
す
が
、

組
織
会
で
選
ば
れ
た
役
員
及
び

地
区
別
の
行
政
協
力
委
員
の
氏

名
は
次
の
と
お
り
で
す
。

会
長
Ｉ
小
山
内
馬
一
郎

副
会
長
Ｉ
太
田
多
吉
、
鎌
田
稲

辰
、
伊
藤
猪
之
吉

附
任
委
員
ｉ
田
中
多
作
、
片
岡

八
千
雄
、
夏
坂
寓
治
、
徳
田

万
之
亟
、
太
田
多
吉
、
田
中

電
正
、
小
川
内
市
男
、
中
谷

敏
雄
、
中
谷
一
郎
、
増
田
安

雄
、
原
田
助
次
郎
、
松
川
専

五
郎
、
鎌
田
善
七
、
山
中
文

男
、
斎
藤
礼
吉
、
小
山
内
嘉

一
郎
、
鎌
田
稲
辰
、
原
田
金

四
郎
、
米
谷
清
治
、
今
盛
栄

三
上
菊
次
郎
、
伊
藤
猪
之
吉

今
兵
太
郎
、
黒
川
辰
三
郎

町
内
別
行
政
協
力
委
員

北
郡
町
村
議
長
会
（
会
長
Ⅱ

秋
元
正
術
金
木
町
議
会
議
長
）

で
は
、
七
月
十
一
日
、
金
木
中

学
校
識
堂
で
、
議
員
と
し
て
の

資
質
を
高
め
、
住
民
に
対
す
る

奉
仕
に
い
っ
そ
う
の
努
力
を
し

よ
う
と
い
う
こ
と
で
、
北
郡
下

町
村
磯
口
の
研
修
会
を
開
き
ま

し
た
、秋

元
会
長
の
開
会
の
挨
拶
、

三
上
町
長
、
花
田
、
鴫
海
剛
県

会
議
員
の
お
祝
い
の
こ
と
ば
に

続
い
て
、
陸
奥
新
報
社
編
集
局

長
林
達
夫
氏
の
一
‐
ベ
ト
ナ
ム
問

題
の
周
辺
」
、
束
奥
日
報
社
論
説

委
員
長
尾
崎
竹
四
郎
氏
の
「
国

際
問
題
の
考
え
方
」
と
い
う
講

演
か
あ
り
、
集
ま
っ
た
一
六
○

人
の
議
員
さ
ん
た
ち
は
熱
心
に

聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
研
修
会
の
合
い
問
に
は

金
木
婦
人
会
の
〃
金
木
音
頭
″

の
踊
り
と
〃
嘉
瀬
の
奴
踊
り
″

の
披
露
か
あ
り
、
拍
手
を
浴
び

て
い
ま
し
た
。

議
員
さ
ん
た
ち

の
研
修
会

だ
が
、
制
割
ヨ
倒
洲
岬
倒
刺
回

つ
い
て
は
改
め
て
行
き
た
い

I

金
木
地
区

本
町
Ⅱ
外
崎
秀
雄
、
中
村
く
に

え

栄
町
Ｉ
山
田
三
太
郎
、
菊
地
タ

キ

田
町
Ⅱ
鴫
海
男
治
、
田
中
タ
ミ

南
新
町
Ｉ
米
谷
国
雄
、
中
谷
フ
｜

サ

上
山
道
町
Ⅱ
角
田
源
三
郎
、
三

上
き
せ

中
山
道
町
Ⅱ
田
中
多
作
、
川
田

ツ
セ

下
山
道
町
Ｉ
田
中
又
四
郎
、
角

田
イ
サ

昭
和
町
Ｉ
工
藤
日
成
、
葛
西
価

神
明
町
Ⅱ
片
岡
八
千
雄
、
中
村

ヤ
エ
、
伊
藤
と
し
子

朝
日
町
Ⅱ
秋
谷
正
一
、
白
川
き

え
、
斎
藤
せ
つ

北
新
町
Ⅱ
高
橋
勝
治
、
長
尾
ヤ

エ

小
川
町
一
区
Ｉ
新
岡
慶
一
、
田

村
ミ
チ
へ

小
川
町
二
区
Ｉ
池
田
喜
貞
、
新

岡
富
美

米
町
１
夏
坂
富
治
、
野
宮
リ
セ

川
端
町
Ｉ
徳
田
万
之
亟
、
下
田

オ
バ

寺
町
Ｉ
楠
美
留
三
郎
、
沢
田
ト

シ

芦
野
浦
町
Ｉ
沢
田
久
太
郎
、
沢

・
田
ク
ニ

新
富
町
Ｉ
沢
田
茂
昭
、
丹
場
ミ

ツ
エ

若
松
町
Ⅱ
太
田
多
古
、
波
利
摩

義
雄
、
丸
山
千
代
、
津

勘
や
よ
、
成
田
つ
わ

見
崎
町
Ⅱ
軍
用
子
釣
五
郎
、
白

川
シ
マ

三
軒
町
Ｉ
白
川
勝
雄
、
木
下
キ

セ

上
沢
部
Ⅱ
白
川
定
道
、
福
長
美

好

下
沢
部
Ｉ
白
川
水
一
、
白
川
ト

シ
エ

上
蒔
出
Ｉ
田
中
遁
正
、
白
川
タ

ネ

下
蒔
田
Ｉ
佐
藤
多
八
郎
、
吉
田

キ
サ

神
原
’
三
上
米
次
郎
、
前
田
ト

シ

上
藤
枝
Ｉ
小
山
内
市
男
、
原
田

り
ね

中
藤
枝
Ｉ
工
藤
弥
十
郎
、
原
田

き
な

下
藤
枝
Ｉ
工
藤
繁
次
郎
、
今
リ

セ

湯
の
川
Ｉ
中
谷
敏
雄
、
古
川
ソ

。
ヨ

林
町
Ｉ
白
川
義
佐
義
、
秋
元
サ

‐
キ

向
道
Ｉ
大
佐
賀
春
男
、
外
崎
サ

ダ

女
坂
Ｉ
中
谷
孫
一
、
泉
谷
良
子

上
宇
田
野
Ｉ
中
谷
一
郎
、
工
藤

サ
ミ

下
宇
田
野
Ｉ
金
島
永
吉
、
三
潟

ソ
ワ

大
束
ヶ
丘
１
期
佃
安
雄
、
千
田
一

川
ノ
セ

瀦
瀬
地
区
．
↑

上
中
柏
木
Ｉ
成
田
通
次
郎
、
成

田
し
さ

下
中
柏
木
Ｉ
原
田
助
次
郎
、
原
一

田
チ
ナ
ー

束
町
Ｉ
秋
元
滴
五
郎
、
沢
田
菊

枝

上
小
栗
崎
Ｉ
伊
喋
勝
四
郎
、
伊

藤
み
よ
え

中
小
栗
崎
Ｉ
松
川
専
五
郎
、
神

脇
た
ひ

下
小
栗
崎
Ｉ
鎌
田
由
松
、
鎌
田

ミ
ツ
エ

上
派
立
Ⅱ
中
田
踵
三
郎
、
原
川

京
子

中
派
立
Ⅱ
中
村
的
治
、
伊
藤
朝

〆
子

下
派
立
Ｉ
鎌
川
蕃
七
、
蛸
島
コ

ト

上
新
町
Ｉ
阿
部
金
次
、
黒
滝
な

か

下
新
町
Ⅱ
山
中
実
、
木
下
た
み

え

上
昭
和
町
Ⅱ
山
中
紙
男
、
工
藤

つ
る

下
昭
和
町
１
山
中
文
男
、
角
山

タ
ヨ

本
町
Ⅱ
原
田
堅
蔵
、
山
中
カ
ョ

冷
水
Ｉ
今
武
美
、
沢
田
キ
ヱ

血
町
Ｉ
木
下
利
一
、
賜
海
シ
ョ

畑
中
Ｉ
斎
藤
礼
古
、
今
シ
マ

後
町
１
明
証
久
弥
、
黒
川
さ
や

下
古
町
Ｉ
小
川
内
嘉
一
郎
、
秋

元
光
子

上
古
町
Ⅱ
土
岐
保
正
、
安
川
タ

ヨ

新
誠
町
Ｉ
鎌
田
稲
辰
、
叫
海
キ

モ
ョ
、

新
提
町
Ⅱ
外
崎
勝
浦
、
秋
元
す

え

上
鍛
冶
町
Ｉ
原
田
余
四
郎
、
神

し
わ

下
鍛
治
町
Ｉ
木
下
虹
太
郎
、
木

村
き
ね

喜
良
市
地
区

更
生
部
落
Ｉ
木
川
武
四
郎
、
新

岡
ナ
ミ

西
岩
見
町
Ｉ
元
石
繁
正
、
大
柄

キ
ミ
－

束
岩
見
町
Ｉ
坂
出
斑
三
郎
、
今

き
い

林
町
Ｉ
米
谷
浦
治
、
岡
田
キ
ワ

野
崎
Ｉ
宮
崎
初
太
郎
、
宮
崎
や

え

北
本
町
１
今
盛
栄
、
米
谷
ト
ミ

下
派
立
Ｉ
三
上
菊
次
郎
、
伊
丸

岡
さ
ち

南
本
町
Ｉ
今
他
佐
久
、
今
き
い

上
柏
木
Ｉ
加
藤
弥
一
郎
、
今
ト

シ

下
柏
木
Ｉ
今
堅
次
郎
、
加
藤
キ

ツ
エ

下
町
Ｉ
伊
藤
猪
之
吉
、
伊
丸
岡

ヤ
エ

川
端
町
Ⅱ
今
兵
太
郎
、
今
キ
ネ

双
葉
町
Ｉ
黒
川
辰
三
郎
、
高
橘

柾
子

上
派
立
Ⅱ
田
中
勝
太
郎
、
桑
田

フ
ミ

橘

I籔溌識簿 《ｆ
ｆ
２
ｆ
ｆ
〃
〃
Ｐ
ｆ
ｆ
Ｐ
ｆ
ｆ
ｆ
ｆ
ｆ
ｆ
ｆ
ｆ
ｆ
ｆ

－
、
趣
旨
社
会
を
明
る
く
す

・
る
巡
励
は
、
側
陛
が
、

犯
罪
の
防
止
と
罪
を
犯

し
た
人
た
ち
の
更
生
に

つ
い
て
理
解
を
深
め
、

進
ん
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の

立
助
に
お
い
て
力
を
あ

わ
せ
、
犯
罪
の
な
い
明

る
い
社
会
を
き
ず
こ
う

と
す
る
全
倒
的
な
迎
動

で
あ
る
。

二
、
名
称
第
一
五
例
〃
社
会

を
明
る
く
す
る
遡
励
″

三
、
砿
点
目
標
「
器
力
の
七
、
皿
鋤
の
方
法
こ
の
連
動

排
除
と
更
生
保
護
の
強
の
趣
旨
、
目
標
を
す
べ

化
」
て
の
国
民
に
周
知
徹
底

地
域
社
会
に
お
け
る
雛
し
、
地
域
住
民
の
関
心

力
排
除
の
機
巡
を
一
廟
が
高
め
ら
れ
る
よ
う
に

商
め
、
暴
力
犯
罪
、
と
く
広
報
宣
伝
を
行
な
う
と

に
組
織
鵠
力
の
絶
滅
を
と
も
に
学
校
、
職
場
、

期
す
る
こ
と
と
し
、
あ
お
よ
び
地
域
に
お
け
る

わ
せ
て
、
余
卿
民
の
理
各
郡
団
体
の
戟
極
的
な

解
と
協
力
の
も
と
に
、
参
加
、
協
力
を
得
て
、
識

こ
れ
か
ら
の
組
織
鵠
力
演
会
、
座
談
会
、
研
究

の
温
床
と
な
る
非
行
所
会
／
更
生
保
謹
の
相
談

少
年
に
寵
点
を
世
き
っ
所
の
開
設
等
を
行
な
う

参院選投票区別投票率調べ

7月14日行なわれた参議院磯口選挙の投

票区別の投票率は次のとおりです。

b1

第15回
8‘556人

8.604人

17.160人

分｜金木’

男
女
計
一
区

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

’
(昭和40年6月）

蕩良巾｜計

633

課署|投票者|棄権者|綴
314951231611､17916(

竺竺L型L』雌
§"｜ヨ64115311

了而|苛雨|而叩
｣型山｣里LI翌雁
β41’21？

｜|投
I

棄権者｜投票率

|、17916627％

41415633

’531704’

|'301566『
73216178

2217381

票 区

斑瀬’

42“木)’ ｜

’
峰
珊

洲
一
ｔ
一
一

一
畑
一
旧
－
２

４４２４

’
四
一
４

４
７
４
６
２
７

９

１｜
畔
一
継
唾

１に
一
人
。

勘
一
間

副
－
７
’
２
－
６

つ
、
広
く
社
会
に
復
帰

し
よ
う
と
す
る
も
の
に

対
す
る
更
生
保
謹
の
強

化
徹
底
を
は
か
る
も
の

と
す
る
。

四
、
期
間
昭
和
四
十
年
七
月

中

五
、
主
峨
法
務
省

六
、
組
繊
こ
の
浬
勵
の
実
施

と
推
進
に
あ
た
る
た
め

中
央
と
地
方
に
〃
社
会

を
明
る
く
す
る
運
動
″

実
施
委
凸
会
を
お
く
。

７
８

恥
一
瞬

別
一
麺

４
１
１
１
１
１
Ⅱ
１
１
１
■
ｌ
竹
０
１
■
９
４
９
１
５
０
口
０
Ⅱ
Ｏ
ｌ
Ｅ
ｒ
９
－
‐
１
４
‐
‐
Ｉ
．

閻
棚
一
脚
椚

蒔
神
療
中

５
－
６

３

４

517

~frl-IT 6

’

一
判
－
３
－

両56715‘937’3剛'62壁’計’9．
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第79号 金 木 だ よ り
昭和40年7月26日（月)(2)

’
－

昭和39年度金木町一般会計決算L，
1‘

入 （見込 ）

｜予算鎖］調定額A|収入額81収入歩合：

昭
和
三
十
九
年
度
の
金

木
町
の
一
般
会
計
は
五
月

い
っ
ぱ
い
で
出
納
閉
鎖
し

決
算
の
と
り
ま
と
め
作
業

を
進
め
て
い
ま
し
た
か
、

こ
の
ほ
ど
そ
の
見
込
額
が

ま
と
ま
り
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
る
と
、
才
入

総
額
一
他
八
千
七
百
四
万

八
千
円
、
才
出
総
額
一
他

八
千
三
百
六
十
八
万
六
千

円
、
差
引
三
百
三
十
六
万

二
千
円
の
黒
字
と
な
っ
て

い
ま
す
。

1．才
一一

I区分

|l町税
，地方交付税

鰹驚慧
国庫支 出 金

｜ 県 支出金

,I財産収入

｜寄付金
｜繰越金

憧鰯

‐f則

51，387

77．073

3，360

3‘039

’21，480

3．899

3，075

，453

1蝋
19，800

186．848

千円千円

56．13454,254

77，07377，073

3，4123,440

219882,970

20，11720，117

3.9443.944

2．8002,800

450450

1，0681，068

2,4292,429

18．50018,500

188,9181187,048

’

1
96,7

100.0

100.8

99．4

100．0

100．0

100．0

100．0

100.0

100．0

100，0

99．0

さ
ら
に
町
税
の
内
訳
を
み
る

と
、
町
民
税
か
調
定
額
（
課
税

総
額
）
一
千
五
百
二
十
八
万
一

千
円
に
対
し
て
収
入
額
か
一
千

ま
ず
、
才
入
の
内
択
を
み
る

と
、
地
方
交
付
税
か
七
千
七
百

七
万
三
千
円
で
全
体
の
四
一
・

二
％
を
占
め
、
一
番
多
く
、
続

い
て
町
税
が
五
千
四
百
二
十
五

万
四
千
円
で
二
九
％
、
Ｎ
叩
支

出
金
か
二
千
百
十
一
万
七
千
円

で
二
・
一
％
、
町
価
一
千
八

百
五
十
万
円
で
九
・
四
％
と
な

っ
て
い
ま
す
。

(才入内訳）

I 向
上
し
た
納
税
成
績口

三
百
三
十
六
万
二
千
円
の
黒
字

2．才 出

調
１
吋
一

戸
Ｉ
イ
Ｉ
１
ｆ
、
″
″
ｖ
〃
Ⅲ
Ｍ
ｆ
１
〃
１
１
１
凧
肌
、
’
一

一
万
、
才
出
に
つ
い
て
み
る

と
、
欽
ご
と
の
支
出
額
は
左
衣

の
通
り
だ
か
、
予
噸
額
一
偲
九

五
百
十
三
万
七
千
円
で
徴
収
率

九
九
％
、
刷
定
資
産
税
か
洲
定

額
二
千
四
百
六
十
二
万
五
千
円

に
対
し
て
収
入
額
が
二
千
三
百

四
万
一
千
円
で
徴
収
率
九
三
％

以
下
幟
自
動
血
税
九
六
％
、
木

材
引
取
税
九
六
％
と
な
っ
て
お

り
、
い
ず
れ
も
昨
年
よ
り
徴
収

率
が
向
上
し
て
い
る
の
が
Ⅲ
立

っ
て
い
ま
す
。

その

6，83

11
少1

4‘

｜ 区，分｜
｜識会 費

|曾鴬爵
｜衛生 費
労 働 費

農林水産業費
商工費

|藺畷爵
‘鎌育費

畷害復旧費債費

諸支出金

予備費

才出合計

予算額A算額A|支出額B|残額A一
千円千円'

9，8959，82669

46，68746，159528

17，99017，580410

8，5578.451106

6 6 1 1 6 記3

16，393．15，985408

4，1034,07231

22．89422,82569

3．6733，556117

3 8 ． 2 9 6 3 7 ， 7 3 2564

9,7969,796

9，5358，877658

2，7322.66963

13613 6

9，34‘，88,8‘｜，,6，

Ｂ
詞

９
Ⅱ
０
Ｊ

■
・
■
４

１
－

(性質別才-出内訳）

千
三
十
四
万
八
千
円
に
対
し
て

実
際
に
使
っ
た
額
（
支
出
額
）

は
一
臆
八
千
八
百
一
八
万
六
千

円
で
、
差
引
三
百
一
六
万
二
千

円
の
残
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
残
額
か
多
く
で

た
の
は
、
消
費
的
維
甜
の
節
減

に
つ
と
め
た
こ
と
な
ど
に
よ
る

も
の
で
、
こ
れ
は
、
昭
和
四
十

年
度
に
繰
越
さ
れ
、
一
般
財
源

と
し
て
使
わ
れ
ま
す
。

支
出
の
主
な
も
の
と
し
て
は

ゴ
ミ
焼
却
場
建
設
四
、
二
七
九

千
円
、
ダ
ン
プ
朏
入
九
十
五
万

円
、
公
営
住
宅
建
設
八
百
十
六

万
円
、
教
職
員
描
舎
述
投
二
百

六
十
万
円
、
蒔
田
小
学
校
特
別

M

I
補助曹
13,257

’191

農
業
基
幹
青
年
（
雌
が
農
業

後
継
者
を
養
成
す
る
た
め
に
開

校
し
て
い
る
移
動
農
業
大
学
の

入
校
者
）
を
囲
む
隈
談
会
が
、

農
業
委
員
会
主
催
で
、
七
月
二

日
午
後
六
時
か
ら
役
場
で
開
か

れ
ま
し
た
。

座
談
会
は
、
基
幹
青
年
と
、
農

業
委
員
会
か
ら
花
田
会
長
、
小

野
事
務
局
長
、
役
場
か
ら
三
上

町
長
、
工
藤
産
業
課
長
、
山
中

社
教
主
事
、
青
年
婦
人
の
側
か

ら
毛
内
連
合
青
年
団
長
、
安
田

金
木
婦
人
会
長
、
展
業
改
良
普

及
所
か
ら
舘
山
技
師
が
出
席
し

て
開
か
れ
、
「
移
動
展
業
大
学

に
学
ん
で
」
と
い
う
テ
ー
マ
に

つ
い
て
は
、
「
一
年
目
は
世
界

の
経
済
の
情
勢
や
日
本
の
農
業

の
動
向
に
つ
い
て
大
体
の
方
向

が
わ
か
り
有
意
義
で
あ
っ
た
。
」

（
中
谷
肇
、
泉
谷
）
．
一
年
目

は
技
術
的
な
面
で
も
収
種
か
多

か
っ
た
。
」
（
泉
谷
）
「
若
い

人
た
ち
が
い
っ
し
ょ
う
け
ん
め

い
勉
強
し
て
い
る
の
に
大
い
に

刺
激
さ
れ
た
。
」
（
吉
田
、
工

藤
）
と
い
う
発
言
が
あ
り
、
こ

れ
に
対
し
て
、
「
若
い
時
の
勉

強
は
将
来
必
ら
す
報
い
ら
れ
る

か
ら
、
今
の
う
ち
に
大
い
に
が

ん
ば
っ
て
ほ
し
い
。
」
（
三
上

町
長
、
工
藤
産
業
課
長
）
と
い

う
助
言
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
「
農
業
は
こ
の
ま
ま

で
よ
い
か
」
と
い
う
テ
ー
マ
に

清
久
溜
池
の

グ
ラ
ウ
ト
エ
事
完
成

水
も
れ
か
激
し
く
、
毎
年
水

田
の
か
ん
が
い
に
支
障
を
き
た

し
て
い
た
清
久
溜
池
（
代
表
者

津
田
孫
市
、
関
係
戸
数
一
三
○

教
室
期
築
百
八
十
万
円
、
金
木

中
学
校
特
別
教
室
琳
築
三
百
五

十
万
円
な
ど
で
す
。

な
お
才
出
を
性
質
別
に
わ
け

る
と
、
人
件
費
か
六
一
、
九
二

三
千
円
で
全
体
の
三
三
％
を
占

め
、
つ
い
で
物
件
費
が
三
○
、

七
三
五
千
円
で
一
六
％
、
雌
投

費
か
五
一
、
二
八
四
千
円
で
二

七
％
と
な
っ
て
お
り
、
職
風
の

給
与
引
き
上
げ
な
ど
に
よ
り
人

件
鋤
か
咽
加
し
た
こ
と
か
目
立

っ
て
い
ま
す
。基

幹
青
年
を
囲
む
座
談
会

唾
腰
唖
活
発
な
意
見

つ
い
て
は
、
「
農
業
の
近
代
化

は
ぜ
ひ
必
要
だ
が
、
そ
の
た
め

に
は
金
が
必
要
で
あ
る
。
股
家

は
経
済
珪
磐
が
弱
い
か
ら
、
政

府
が
も
っ
と
補
助
な
り
、
利
子

補
給
を
す
べ
き
だ
。
」
（
中
谷

肇
、
吉
田
意
智
男
）
「
農
家
の

一
番
の
悩
み
は
、
農
産
物
の
価

格
が
低
く
、
し
か
も
不
安
定
だ

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
た
と
え

ば
、
飼
料
の
ね
だ
ん
は
上
が
っ

て
い
る
の
に
、
卵
価
か
下
が
っ

て
い
る
。
米
が
値
上
が
り
し
て

戸
、
関
係
面
械
六
二
町
）
の
グ

ラ
ウ
ト
エ
鞭
（
セ
メ
ン
ト
注
入
）

は
町
噛
聯
業
と
し
て
、
三
月
十

日
か
ら
予
算
一
二
○
万
円
で
工

鞭
に
と
り
か
か
っ
て
い
ま
し
た

が
、
六
月
三
十
日
完
成
し
、
関

係
者
か
ら
害
こ
ば
れ
て
い
ま
す

花
田
氏
が
副
会
長
に

東
北
高
Ｐ
Ｔ
Ａ
連

去
る
六
月
二
十
七
日
、
山
形

県
民
会
館
で
開
か
れ
た
東
北
岡

校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
の
総
会
で
、

花
田
一
氏
（
県
議
、
柴
田
尚
校

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
）
が
副
会
長
に
選

任
さ
れ
、
活
剛
か
期
待
さ
れ
て

い
ま
す
。

秋
元
氏
は

県
議
長
会
副
会
長
に

金
木
町
議
会
議
長
の
秋
元
正

衛
氏
は
、
六
月
十
日
、
自
治
会

【
写
真
１
座
談
会
に
出
席
し

た
基
幹
青
年
た
ち
】
岬
・

Ｌ
Ｉ

館
で
開
か
れ
た
県
町
村
議
長
会

の
総
会
で
副
会
長
に
選
ば
れ
ま

し
た
。統

合
中
学
校
舎

建
築
起
エ
式

斑
瀬
中
学
校
と
喜
良
市
中
学

校
を
統
合
し
た
金
木
南
中
学
校

校
舎
の
建
築
工
堺
は
、
來
虫
大

木
組
の
手
に
よ
っ
て
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
が
、
町
で
は
、
き
た

る
三
十
一
日
午
前
十
時
か
ら
建

築
現
場
と
那
瀬
小
学
校
淋
堂
に

県
や
町
の
関
係
者
多
数
を
呼
ん

で
起
工
式
を
行
な
い
、
工
弧
の

達
成
を
期
し
て
い
ま
す
。

合
併
十
周
年
記
念
式
典
は

八
月
中
旬
の
予
定

本
年
二
月
で
合
併
十
周
年
に

な
り
ま
す
か
、
こ
れ
を
記
念
し

て
八
月
十
二
日
頃
式
典
を
行
う

予
定
で
目
下
準
備
を
進
め
て
い

ま
す
。

も
、
他
の
商
品
も
そ
れ
以
上
に

上
が
る
か
ら
な
ん
に
も
な
ら
な

い
。
」
（
中
谷
不
二
吉
）
「
展

業
の
近
代
化
を
は
か
る
た
め
に

は
、
ま
ず
農
業
者
の
頭
の
き
り

か
え
、
つ
ま
り
、
農
民
意
識
の

向
上
が
先
決
で
あ
る
と
思
う
。
」

（
山
中
社
教
主
事
、
安
田
婦
人

会
長
）
「
農
産
物
価
格
が
低
く
、

不
安
定
だ
と
い
う
こ
と
は
、
主

に
流
通
機
構
が
悪
い
た
め
で
あ

る
。
公
営
市
場
の
開
設
な
ど
の

負
担
金
の
士

県
議
会
農
林
委
員
会
の
岡
山

久
吉
委
員
長
以
下
十
四
名
に
、

地
元
か
ら
の
花
田
・
鴫
海
南
県

議
を
加
え
た
一
行
十
六
名
は
、

七
月
十
二
日
、
金
木
町
を
訪
れ

県
の
集
団
養
鶏
地
補
造
成
事
業

の
指
定
を
受
け
て
実
施
し
た
金

木
農
協
の
育
す
う
セ
ン
タ
ー
と

県
行
造
林
地
を
視
察
し
た
あ
と

地
元
の
農
林
関
係
の
陳
情
を
受

け
ま
し
た
。

三
上
町
長
は
一
行
に
対
し
て

①
小
田
川
地
区
士
地
改
良
事
業

附
帯
県
営
事
業
の
地
元
負
担
金

の
軽
減
②
青
森
県
養
鶏
指
導
所

の
移
転
増
強
③
金
木
Ｉ
青
森
間

齪
臘
総
集
団
養
鶏
を
視
察

卦
螺
鍛
狸
軽
減
な
ど
陳
情

方
法
で
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
一
｜

な
い
。
」
（
化
田
会
憂
）
と
い

う
発
画
か
あ
り
ま
し
た
。

陥
淡
会
は
八
時
過
ぎ
終
り
ま

し
た
が
、
出
職
者
か
ら
は
、
こ

の
よ
う
な
晒
し
合
い
は
非
粥
に

有
意
義
だ
か
ら
、
こ
れ
か
ら
も

開
い
て
ほ
し
い
と
い
う
恵
兄
が

多
く
で
ま
し
た
。

な
お
、
金
木
町
の
移
動
股
業

大
学
入
校
者
は
次
の
と
お
り
で

す
。

中
谷
磯
、
中
谷
不
二
古
、
泉

谷
義
昭
（
以
上
川
倉
）
外
崎
弘

道
、
原
田
光
雄
、
三
橋
勝
雄
、

工
藤
金
光
（
以
上
藤
枝
）
白
川

伝
蔵
、
吉
田
意
智
男
（
以
上
蒔

田
）
中
村
健
男
（
金
木
）

産
業
道
路
の
早
期
開
通
④
不
順

■
■
■
■
■
■
ｑ
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
①
■
■
■
ｂ
■
■
■
■
■
■
■
■
■
再
■
■
■
■
■
■
■
再
■
巴
甸
■
里

…

農事特別指導月間情搬皇淵目
金木町不順天候対策本部

|早期防除につとめよう葉いもちの早期発見’

【
写
真
Ｉ
青
す
う
セ
ン
タ
ー

を
視
察
す
る
一
行
】

作 業の亜点

稲の生育はやや1欧弱であるがほぼ平年並に達している
この期間は、葉いもちの発生期にあたるほか、これか
ら穂ばらみ期にかけて水管理の殿も大切な時期である
畑作物では、じゃがいもの疫病防除と、むぎ類の適期
刈取りか亜点となる。

1．水稲

1．紫いもちの早期発見と早期防除
難いもちの発生期に入ったので下梁に注恵し、早期
に発見して見つけ次絡に徹底的に防除する。
なお、紫いもちはIゾiいもちのmilぶれでもある。

2．水密理の徹底

幼秘形成期にはいるので、畦畔水路を盤附し、やや
深水(6c加位）とする。
平均熱温20度（掻氏）以下の日が統<ような堀合は
10c加以_上の深水にして、幼秘を促捜する。

2．畑作

f

抄

天
候
対
策
⑤
大
型
防
除
機
械
に

対
す
る
補
助
⑥
股
協
阿
雌
と
合

併
⑦
腱
業
榊
造
改
普
那
業
地
柵

の
指
定
③
桝
腱
研
修
所
の
誘
致

等
の
問
題
に
つ
い
て
陳
術
し
ま

し
た
。こ

れ
に
対
し
て
一
行
は
、
①

に
つ
い
て
は
、
国
や
県
に
働
き

か
け
て
地
元
負
担
金
の
軽
減
に

つ
い
て
努
力
す
る
と
い
う
確
約

を
し
、
②
に
つ
い
て
は
、
現
在

敵
地
も
ほ
ぼ
決
ま
り
、
辨
務
手

続
き
も
進
み
、
見
通
し
は
明
る

い
と
答
え
ま
し
た
。

ま
た
、
③
に
つ
い
て
は
、
汀

森
側
に
も
働
き
か
け
て
早
期
開

通
に
努
力
す
る
と
答
え
、
そ
の

他
の
問
題
に
つ
い
て
も
、
県
の

農
林
委
員
会
で
検
討
し
、
期
待

に
添
う
よ
う
に
し
た
い
と
答
え

ま
し
た
。

１
１
グ
、
１
■
Ｉ
Ｆ
、
１
１
〃
、
＃
Ⅱ
ノ
皇
１
０
室
Ｊ
Ｌ
１
１
Ｊ
Ｆ
０

米
の
予
約
申
込
は

八
月
三
十
一
日
ま
で
に

昭
和
四
十
年
産
米
の
価
格
は

石
当
り
一
六
、
三
七
五
円
に
決

定
に
な
り
ま
し
た
が
、
・
政
府
宛

渡
予
約
申
込
期
限
は
八
月
三
十

一
日
ま
で
で
す
。

期
限
内
に
予
約
す
る
と
、
概

算
金
一
俵
当
り
一
、
○
○
○
円

支
払
わ
れ
ま
す
。

七
月
十
三
日
現
在
で
、
当
町

の
予
約
申
込
数
量
は
九
三
、
六

七
七
俵
で
す
が
、
こ
の
内
訳
を

み
る
と
、
農
協
系
四
六
、
三
五

七
俵
、
商
人
系
四
七
、
三
二
○

俵
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ゴ
ミ
の
処
理
料
金

に
つ
い
て

ゴ
ミ
の
処
理
料
金
に
つ
い
て

は
、
行
政
協
力
常
任
委
員
会
な

陛
漁
傭
嘩
膜
隅
隅

ぴ
》

を
一
級

四
級
地

の
仙
術

地
は
九

円
、
岡

そ
れ
に

○
円
を

と
に
一

ま
し
た
。
近
い
う
ち
に
行
政
協

力
委
働
が
ゴ
ミ
の
処
理
料
金
に

つ
い
て
ご
談
相
に
行
き
ま
す
の

で
、
ご
協
力
下
さ
る
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。
Ｉ

日
赤
募
金
の

目
標
額
に
あ
と
一
歩

今
年
の
金
木
町
の
日
赤
募
金

の
目
標
額
は
二
七
八
、
二
五
五

円
で
す
が
、
七
月
十
六
日
現
在

で
一
九
五
、
五
○
○
円
錐
ま
り

ま
し
た
。
目
標
額
達
成
に
あ
と

少
し
で
す
か
、
行
政
協
力
委
員

か
お
願
い
に
参
上
し
た
と
き
は

ご
協
力
下
さ
る
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。弘

大
農
学
部
創
立
十
周
年
一

記
念
講
演
会

八
月
十
七
日
青
年
研
修
所
で

弘
前
大
学
の
農
学
部
か
創
設

さ
れ
て
今
年
で
十
周
年
に
な
り

ま
す
が
、
同
大
学
で
は
、
こ
れ

を
記
念
し
て
、
来
る
八
月
十
七

日
（
火
）
午
前
九
時
よ
り
、
金

木
町
背
年
研
修
所
で
識
演
会
を

開
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

講
師
は
、
弘
大
教
授
の
四
氏

が
当
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、

一
般
の
来
聴
を
望
ん
で
い
ま
す

講
師
と
演
題
は
次
の
と
お
り

①
新
し
い
農
業
の
技
術
と
経
営

森
敏
夫

②
水
田
の
区
画
整
理
事
業
に
つ

い
て

篠
辺
三
郎

③
害
虫
防
除
の
未
来
像

正
木
進

④
苛
森
県
稲
作
の
問
題
点

佐
狗
木
信
介

地
、に

格
は
月

プ
リ

く
Ｉ

地
、
二
級
地
、
三
級
地

に
格
付
け
し
、
一
級
地

は
月
一
二
○
円
、
二
級

○
円
、
三
級
地
は
五
○

級
地
は
三
○
円
と
し
、

離
水
料
金
一
世
柵
月
一

離
水
料
金
一
世
柵
月
一

加
算
し
た
額
と
す
る
こ

応
話
合
い
が
ま
と
ま
り

1．じゃがいもの捜摘防除
生行が'欣弱なのに加え降雨が多い兄込であり、疫病
の多発生が予想されるので1週間おきに7月末までﾒ

ﾀ
ｸ
ﾀ

；々
マージ

3回防除する。

降雨後急激に発生するので雨天が続くときは、雨の


